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志をもち しなやかに たくましく生き抜く生徒の育成 
 

～令和３年度第２回なかいずみ学府合同研修会を開催しました～ 
毎年夏休みに行われる学府夏季合同研修会では、講師の方をお招きして、なかいずみ学府

の実践に関係するテーマで話を聴かせていただいています。今年度は、静岡大学教育学部の

小林朋子教授より「学校における子どものレジリエンスを育むためには」というテーマで講

演をしていただきました。レジリエンスの定義や方向性、子どもたちのレジリエンスを育む

富士山モデルなど、今後の指導に生かしていけるお話を聴かせていただき、大変参考になり

ました。また、８つに組織した各教育部会での話合いでは、各部で計画している１園３校で

実施できそうな交流計画について話し合いを行いました。コロナ禍において、どの程度実施

できるのかは未知数なのですが、今年度可能な限り実践を進めておくことが大切だと考えて

います。すでに活動を始めた部会もあります。それぞれの部会で何ができるのか考え、積極

的に実践を進めていくことが、今後のなかいずみ学府小中一貫教育が少しでも前進し、盛り

上がっていくことにつながるのではないかと考えています。各部の実践が楽しみです。 

    ＜講演会の様子＞      ＜各教育部会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジリエンスについての講演を聴かせて

いただきました。なかいずみ学府の子ども

たちの指導へ生かしていくためには、何が

必要で、何をすべきなのか考えていきたい

と思います。 

各教育部会では、１園３校でどのような

実践を進めていけるか、具体的な計画や目

指す方向性について話し合いました。今後、

少しずつ小中一貫教育が前進していくよう

に、実践を進めていきたいと思っています。 

 



 

 

 

 

 うまくいかないこと
は誰にでもあるもので
す。何かあったとき、
参考にして取り組んで
みるのもよいですね。 


